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二項分布の期待値と分数　　p.38
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この部分は n-1Cx-1になるので
「xが 1から n」を「x-1が 0から n-1」として
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この部分は x-1が 0から n-1までの
二項分布の確率の合計なので 1
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　　　E(X )を外に出すために xの項を作る．
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　xについて 2から nまで合計することは，x-2について 0から n-2まで合
計することとおなじなので
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　確率の部分を px-2(1-p )n-2- ( x-2)とするために p2を外に出して
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　分数式の分子を (n-2)!にするために分子分母に (n- x )!をかける．
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は x-2が 0から n-2までの二項分布

の確率の合計なので 1．
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ポアソン分布の導出　　p.41

　X～ B(n, p )において
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　∴　nが非常に大きく pが小さいとき二項分布の確率は
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のポアソン分布で近似される．

※�ポアソン分布の導出については岡本和夫監修「新版�確率統計」（実教出版）を
参照しました．
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正規分布の積率母関数　　p.67
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　m, s , qは xについての積分では定数なので m+s 2qを Aとおく．

ps
mq s q

s
1
2

exp
2

exp 1
2

d
2 2 2

∫ ( )= +



 − −






−∞

∞ x A x

　 = −
s

t x A とおいて置換積分

　　　　x=s t+Aより dx=sdt

　　　　範囲は -∞ <x< ∞に対して -∞ <t< ∞

　　　　∴　積分の部分は
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